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学位論文内容の要旨

現在限られたところでしか行われていない遊牧では，定住化がさら，に進むようになった。
  本研究では、生態人類学的視点から、年間を適した遊牧がどのように定住化あるいは冬
二夏遊牧様式に変化したのか、遊牧民の人口がどのように流出し、生計活動がどのように
変化したのかなどの問題を明らかにすることを目的とし、同地域にあるチャハル地方を研
究対象として、モンゴル人と漠人との混住がある、混住がない、遊牧が行われているとい
う状況に基づき、アダリガ・ホト、アライオス・ホト、夕パンオド・ガチャ―の3地点で
集中調査を行った。本論文はそれらの地点での調査結果をまとめたものである。なお、チ

なった19世紀末から20世紀にかけての中国内地からの漢人の移住経緯、社会制度の変化
などが概略的に触れられる。歴史上、「水と草とをもとめて転々と移動」するような遊牧
が政治、社会などの変化によって、その活動範囲が縮小したことが述べられる。さらに、
各調査地点で調べた植生の状況がまとめて述べられている。
  第2章は、アダリガ・ホトの事例を扱っており、同一集落において漢人との混住に伴う
場合の遊牧の定住化の過程、牧畜民の生計活動の変化を分析したものである。以前の四季
放牧地の立地条件、利用状況の変化、漢人の入植、モンゴル人の流出状況が明らかにされ
て、入植した漢人による遊牧地での固定家屋の建築や、漢人村の農地の拡大が定住化を促
進したことが論じられる。通常見られない夏営地での定住は、農地の位置や各放牧地の立
地条件と関係している。牧畜民の生計活動の中心が野外放牧から飼料生産に変化レつっあ

とが明らかにされている。
  第3章は、アライオス・ホトの事例を扱っており、同一集落において漢人との混住を伴
わない場合の牧畜民の生計活動の変化が記載されている。当調査地点では、漢人村とモン
ゴル人集落地の位置や立地条件、牧畜民の家畜経営の変化、人口流動の実態、周囲農村の
経営状況などが分析される。モンゴル人が基本生活を満足させる家畜頭数を維持するため
に、若者を町に出すか、出稼ぎをしていること、あるいは世帯全員が北部にある他の地域
に移転したことは、周囲の漢人村農業者の牧畜への参入による放牧地の減少に関連してい
ることが明らかにされている。
  第4章は、夕バンオド・ガチャーの事例を扱っており、現在遊牧が行われている場合の
生計活動の変化に着目したものである。この事例では、四季遊牧から現在の冬一夏遊牧様
式への変化の過程が明確にされた。その結果、遊牧様式の変化は、放牧地の減少、植生状
況の悪化に関連するとともに、「人民公社」制度の実施、放牧地での国営会社の設立、家
畜と放牧地の個人への分配にも密接に関連していることが明らかにされている。
  第5章は、上記3か所の事例を総合的に分析したものである。第2章と第3章の事例に
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中国内モンゴル・チャハルにおける

遊牧民の文化変化に関する生態人類学的研究

  本論文は、内モンゴル自治区におけるチャハル・モンゴル人の遊牧の変化の過程を生態
人類学的視点から記載し、その生態的、社会的要因を実証的に明らかにしたものである。
本論文は人間活動を通した自然と人間との関係という生態人類学的視点から、内モンゴル
におけるチャハル・モンゴル人の遊牧の変化を明らかにするものであり、モンゴル人の人
口移動、生計活動、施設、家畜管理方法、および経営方針の変化などに焦点を合わせたも
のである。方法は観察および聞き取りのための現地フイールド調査によるものであり、1995
年8月はじめから9月末の2か月間、内モンゴル自治区のシI」ンゴル・アイマグ（錫林郭
勒盟）ショ口ーンフフ・ホショー（正藍旗）サンギンダライ・ソム（桑根達来蘇木）のタ
バンオド・ガチャー（塔本敖都嗄査）、1996年8月から9月の2か月間、ウラーンチャブ
・アイマグ（鳥蘭察布盟）チャハル（察哈爾）右翼後旗にあるウランハダ・ソム（烏蘭哈
達蘇木）のアダリガ・ホト（阿達日格浩特）、1997年8月から9月の1か月問、同ソムの
アライオス・ガチャー（阿来烏蘇嗄査）のアライオス・ホト（阿来鳥蘇浩特）における集
中調査が行われた。同氏が内モンゴル出身であるとはいえ、計5か月間のフイールド調査
は期間、時期など必ずしも十分とはいえないが、聞き取りによる情報資料で補うなど遊牧
の歴史的変遷を追うには大きな支障はないものと考えられ、記載と分析の結果は博士論文
として高く評価されるものと判断される。
  本論文のもととなった研究の一部は既に学会誌に発表されており、日本におけるモンゴ
ル遊牧の研究者によっても弓1用されるなど高い評価を得ている。とりわけ、本論文は、遊
牧に関する生態人類学、文化人類学（民族学）の領域にわたり、重要な一次資料を提供し
て い る 点 で 、 今 後 の 遊 牧 研 究 の 推 進 に 大 き く 貢 献 す る も の で あ る 。
  本論文の博士論文としての内容、およびその学問的貢献は高く評価される。当委員会は、
本論文が博士（行動科学）を授与するに十分値する学間的価値を持っものと全員一致して
認めるものである。
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